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２０２４年（令和６年） ４月１８日 (木) 晴れ 第２７９５回（ 当年度第２９回 ）例会  
               

            
点 鐘                 会長  富田 清孝君

司 会                 ＳＡＡ  濱島聡一朗君 

国歌斉唱                    「君が代」 

ロータリーソング斉唱            「奉仕の理想」

四つのテスト斉唱               濱島聡一朗君 

    ― 言行はこれに照らしてから ― 

１.真実かどうか 

２.みんなに公平か 

３.好意と友情を深めるか 

４.みんなのためになるかどうか 

 

 

 

ゲスト及びビジター紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （学）愛知江南学園理事長 伊藤 由香様 

       ようこそ江南ロータリークラブへ 

 

 

 

 

 

会長挨拶                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     会長 富田 清孝君 

こんにちは、有志１５人で１３，１４，１５と台湾に行っ

てまいりました。１３日に潮州ロータリークラブを訪れ大

変な歓迎を受けました。今回、台湾東部沖地震のお見

舞いを持って行くという目的もありましたが、姉妹クラブ

の歓迎ぶりには驚かされます。今回は観光の中で片平

さんの案内により、高雄市内にある保安堂と台南市に

あります飛虎将軍廟（ひこしょうぐんびょう）を訪れたこ

とが一番印象的でした。二つとも日本人が神として祭ら

れています。日本人がこの様に大切にされているのを

見ると何か胸が熱くなる思いがして、ますます台湾の人

たちの事が好きになります。この二つの場所について

は５月にある創立記念例会の中で片平さんに話しても

らいます。３時間熱く語りたいと言ってみえますので又

宜しくお願いします。この様な姉妹クラブがありますと

付き合いが大変だと思う半面、良いものだなとも思いま

す。来年は又皆さんで行きましょう。それでは今日も宜

しくお願いします。 
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幹事報告   -別紙-         幹事 木本 寛 君 

 

出席報告    例会運営委員会委員 伊藤 かね子君 

会員数 出席者数 欠席者数   出席率 

４９名 ３５名   1４名 ７１．４２％ 

 
ニコボックス  例会運営委員会委員 伊藤 かね子君 
 
〇地区研修・協議会報告 報告者の皆様、よろしくお願
いいたします。伊藤 由香様、ようこそ江南ロータリーク
ラブへ 
富田 清孝、波多野 智章、木本 寛、三輪 慎一郎君 
 
〇家内が元気に６９才の誕生日を迎えました。 
  愛知江南学園の伊藤理事長の入会を心から歓迎し
ます。 

  台湾旅行では、お世話になりました。 
               倉知 正憲君 

〇前回の例会では、誕生日を御祝い頂き誠にありがと
うございました。 
祭礼では脇人の会員は「筋肉痛」我々還暦は「腰痛、

関節痛」でした。 
                          杦本 哲一君 
〇地区編集協議会第６分科会の報告をさせていただき
ます。 
                           猪子 明君
〇奉仕プロジェクト常任委員会の地区研修・協議会報
告させていただきます。宜しくお願いします。 
                          中村 耕司君 
〇本日、地区研修・協議会の報告をさせて頂きます。 
よろしくお願いいたします。 
                        濱島 聡一朗君 
〇江南市制７０周年記念発売のガチャガチャに参加し
ました。 
                        伊藤 かね子君 
〇本日の卓話 地区研修・協議会報告よろしくお願い
致します。 
（学）愛知江南学園 理事長 伊藤 由香様  
ようこそ江南ロータリークラブへ！ 
松岡 一成、庄田 元久、杉浦 賢二、堀尾 庄一、  
岩田 静夫、長瀬 晴義、南村 朋幸        各君 
  
卓 話  
 
「地区研修・協議会報告」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次年度 会長 南村 朋幸君 

地区研修・協議会に参加して 
 過日４月７日（日）、春の到来を感じさせる穏やかな気
候の中、ちょうど桜が満開に近い時期も相まって世間
では御花見ムード真っ盛りといった日に、地区主催の
研修・協議会に行ってまいりました。 
 約１，８００人と多くの登録者を有する会なだけにとて
もボリューミーな会でありました。 
 昨年に引き続き名古屋マリオットアソシアホテルを会
場として、昨年の経験を踏まえたうえでの設営であった
からか、運営もとてもスムーズであったように感じまし
た。ホスト役が名古屋錦ロータリークラブということで、
地区に精通している方が沢山お見えになるクラブとは
いえ、３０名強の会員数でのホスト役はさぞ大変であっ
たであろう想像ができます。 
 それぞれの分科会のお話は後ほどとして、設営として
二点気になった部分がありました。それは、会場キャパ
の関係で致し方ないことなのかもしれませんが、本会
議から分科会、そしてまた本会議のスケジューリングの
為、会場の転換の為に一旦全員が会場外で待機しなく
てはならないという一幕がありました。その転換待機時
間が意外に長く感じた為、何かしら友愛のティータイム
など有効な時間消化方法があれば良かったと感じた事
と、また分科会後の本会議では一旦外での待機時間
があったが為に帰りたい方に絶好の機会を与えてしま
い、最終の本会議ではやはり人数が激減し疎らな着席
状態となっていました。このあたり、今後の地区の課題
として申し継がれていくことと思います。 
 もう一点。特別講演としてラーニングファシリテーター
である２７５０地区のパストガバナー服部陽子様のご講
演がありました。しかしながらこの方は先日のＩＭでもご
講演賜っていたので、私たち東尾張分区としては二度
目の拝聴となりました。再度擦り込みという点では二度
ほぼ同じ話をお聞きするというのはそれもアリだとは思
いますが、やはり新鮮さに欠けるのは否めないことであ
ったように思います。地区協ホストクラブとガバナー補
佐事務所との情報共有があれば回避できたように思い
ました。 
さて、肝心な分科会ですが私は会長エレクトとして、第
１分科会に出席してまいりました。来年度に向けた戦略
計画の重要性やクラブセントラルの登録要請、伊藤靖
祐さんが委員長を務めるＲＦＦについてのお話、その他
委員会からは危機管理における留意事項について、地
区防災委員会からは私の後任にあたります、伊藤満琉
委員長予定者からのお話があり、会員増強委員会から
も増強について興味深いお話も賜ることが出来ました。 
 総じてまとめれば、今年の酒井ガバナーも申されてい
ましたが、来年度はＲＩとして大きく様変わりする年にな
るそうです。 
 ＲＩとして重点的に推進していくのは、増強、公共イメ
ージ、そして財団への寄付です。細かな点はたくさんあ
りますが、やはり力を入れて取り組むよう推奨している
のはこの３点のみです。ここに、ＲＩの今後の進むべき
方向が表れているように思います。 
 そして、大きく変わる点と言えば、まずは従来からの
「研修」トレーニングから自ら学ぶラーニングへと移行し
ていき、組織的に今まであった研修委員会等が全てラ
ーニング委員会へと名称が変わります。また、３イヤー
ローリングターゲットと言って、いわゆる３年越しのクラ
ブ計画を強く推奨されています。これについても既にク
ラブセントラルなどを通じて、向こう３年間の目標とクラ
ブ計画を明確に文章化するよう指示が来ており、ブツ
切りの単年度制の概念が少し様変わりしていくように
思います。そのような事から、来年度の江南クラブの組
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織図では、クラブ戦略特別委員会として会議を定例化
し、会長エレクトとやがて決まるであろう会長ノミニーに
も委員として配属させていただいております。 
 また、クラブにおいても大きく変えようとしている点が
ございます。もちろん、これから理事会等で議論を尽く
していくのですが、実は来年度から例会時の服装の自
由化を発信しようと考えています。とあるメンバーから
現場仕事から例会に駆け付ける為に、車の中でスーツ
に着替えて例会に来ているという話を聞きました。こう
いった事を少しずつ変革し、これからの江南ロータリー
クラブのあるべき姿を見据え、時代にマッチした楽しい
クラブを作っていきたいと思っています。 
 最後にＰＥＴＳにて仰られた酒井ガバナーのお言葉を
引用して結びとしたいと思います。 
 「続けるために変わるのだ！」 
 ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次年度 公共イメージ向上常任委員長 濱島聡一朗君 
 
次年度公共イメージ向上常任委員長を拝命いたしま

した濱島です。 
４月７日に開催されました地区研修・協議会のご報告を
させていただきます。 
 全員を対象にした本会議の後に、私は第三分科会に
出席しました。こちらの分科会では「ロータリーの公共
イメージ向上について」というテーマのもと、主な内容と
してロータリー公共イメージについて、Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹ
の登録と活用、ロータリーの友についての三項目に分
けた研修と、残りの時間でグループディスカッションが
行われました。 
日本人の美徳としての風潮から、これまで広報や宣伝
活動といった類の分野はあまり重要視をされていませ
んでしたが、昨今の RI では会員増強を目指す上でも、
公共イメージの向上という点が非常に重視されるように
なっております。ロータリーの活動がいかに有意義で高
潔であるかを世の中に発信し、それによって我々もロ
ータリーに誇りを持ち、ロータリーをより好きになるとい
う好循環が形成されます。江南ロータリークラブにおい
ても次年度には新たなホームページが公開される予定
ですが、ＳＮＳやメディアを有効に活用し、より多くの方
にロータリーの活動が認識されることを目指していきま
す。 
次にＭｙ ＲＯＴＡＲＹについてですが、こちらも非常に重
要なツールとして世界中の会員に利用されております。
会員個々のロータリー歴や様々な活動を記録できるだ
けでなく、多くのカテゴリーに分類されたラーニングツー
ルを活用することで、ロータリーに関する知識を深める
ことも可能です。しかしながら、酒井ガバナーが本会議

の際にロータリーセントラルにクラブ目標を設定してい
ないクラブが半分近くあることを嘆いていたことも含め
て、会員の登録が思ったほど進んでいない現状を非常
に問題視されておりました。４月１日時点で２７６０地区
の登録率は約５３%と低迷しております。３月２０日の段
階で江南ロータリークラブの個別の登録状況を調べま
したところ、４８名のうち２７名の登録で、残念ながら登
録率は５６％と決して良い値ではありませんでした。次
年度会長の南村さんからも全員登録をお願いしたいと
のご依頼があり、現在江南ロータリークラブの全員登
録に向けて準備を進めておりますので、できましたら未
登録の方は本日中にでもＭｙ ＲＯＴＡＲＹへのご登録を
お願いしたいと存じます。 
最後にロータリーの友についてですが、こちらも現在は
電子版という大変便利な電子書籍が利用可能になって
いることを紹介されました。１９５３年１月の創刊号から
雑誌間検索を可能にしたデジタルアーカイブが２０２２
年度より利用可能になっておりますので、こちらにつき
ましても利用の促進をしてほしいとの依頼がありました。
情報の整理、検索、閲覧、共有という基本的な機能が
非常に高いレベルで利用可能になっております。 
どれも非常に重要な項目ばかりで、今回の研修では全
てを深掘りする時間がないほどの濃密な内容でしたが、
次年度が開始いたしましたら例会の時間やクラブフォ
ーラムの卓話の時間をいただき、詳細な部分につきま
して再度内容を吟味した上で、皆さまにご説明やお願
いをさせていただきたいと存じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次年度 奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ常任委員長 中村 耕司君 
 
テーマ：成長するロータリー・奉仕の力 
次年度、奉仕プロジェクト常任委員長を仰せつかりま

した中村耕司です。 
私は、第４分科会の奉仕プロジェクト・国際奉仕部門に
参加しましたので報告します。 
分科会テーマは「成長するロータリー・奉仕の力」です。 
まず、次年度は江南ロータリークラブ６０周年記念事業
として、布袋駅のトコトコラボにて 地域の外国籍の方
々をお招きして、キッチンカーなどで食事しながら交流
を深める事業を予定しています。その事業に類似する
他クラブの活動が岡崎城南ＲＣ筒井健さんより報告が
ありましたので報告します。 
最近の地区の国際奉仕委員会では、「国内でもできる
国際奉仕活動」にも注力していて、岡崎城南ＲＣが岡崎
市内の広場に外国人のキッチンカーを集めて、地域の
外国籍の方をお招きして、各国の民謡ダンスやお酒を
飲みながら交流を深められたそうです。 
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予算はなんと２４万円でした。 
市役所や国際交流協会とのコラボ企画で開催されまし
た。 
また、国内で開催する意義と課題としては、 
●外国人の運転免許取得 
●外国人の飲食業許可取得（店舗・移動販売） 
●公共施設の利用ルール（ごみ捨てルールなど） 
●災害時の対応（避難所の場所、救援物資の配給到
着日時など） 
●自治体や学校でのコミュニケーション 
●就労活動 
を挙げていました。 
次年度も８月１２日（祝）岡崎市民会館にて国際交流フ
ェアを開催予定だそうです。 
今後、必要があれば岡崎城南ＲＣから開催ノウハウを
お聞きすることもできると思いました。 
 
更に他の活動としては、次期国際奉仕委員長 渡邉寿
也（すみや）さん 並びに 同副委員長 伊藤幸蔵（こう
ぞう）さんより、報告がありました。 
コロナ中は海外に行けなかったが今年はラオスに給水
設備設置、並びに 給水設備の維持管理方法の教育
を実施し、安心して飲める水の提供をしました。その恩
恵として子ども達が水汲みの時間から解放され学校で
勉強する時間が取れるようになりました。 
他には、ミシン提供し刺繍ができる様になり、オンライン
販売して、学校の運営費に充てられるようになりまし
た。 
地区補助金は６６クラブから申請を受けていて２０クラ
ブが申請していない状況だそうです。 
また、国際奉仕の資金集めの手段として例会中に「テ
ーブル・フォー・ユー」と題して各テーブルに小銭を入れ
る募金箱を設置し、お財布なかの小銭を集める活動が
披露されました。（ニコボックスの資金は使いにくいので
有効） 
以上、参考になる有意義な情報を教えて頂きましたの
で、次年度奉仕プロジェクト活動に生かしたいと思いま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次年度 社会奉仕委員長 駒田 洋平君 
次年度社会奉仕委員長の駒田です。第５分区について
報告させて頂きます。 
 
次年度会長の考えとして「ティーチングではなくラーニ
ングにしたい」との事での配分としては「リーダー挨拶
から１０人ほど挨拶で「４０分」、研修で「１０分」 
ディスカッションによる質疑応答の時間で「４０分」 合

計１時間３０分です。 
「環境保全について、例えばホタルなどの環境保全や
清掃活動についてインターアクト、ローターアクトを巻き
込んだ活動をすると「ゴミ拾い一つとってもダイバーシ
ティにつながるのだぞ」と次期社会奉仕副委員長の片
平さんが挨拶されていました。 
次期ＲＩ事務局の考え方として「社会奉仕委員会の中に、
職業奉仕委員会がある」とのことで「職業を通じて社会
奉仕してね」ということ。では「職業奉仕」とは何か？  
今年度の２７６０地区の職業奉仕委員会では「４つのテ
ストに照らし合わせた会社案内を推進すること」だと考
えられたそうです。 
皆さんの会社にはホームページはありますでしょう
か？そこに「社是や経営理念、経営方針」などは掲載さ
れていますか？そこに「言っていること」と「やっている
事」は体現できていますか？要するに「真実かどうか、
を世の中にさらしましょう」という事です。 
 有名企業「イオン、京セラ、本田技研」のホームペー
ジで真実かどうか、②みんなに公平化、③好意と友情
を深めるか、④みんなのためになるか。の例が紹介さ
れていました。 
次に次年度地区職業奉仕委員会 活動方針として主
に２つ紹介がありました。 
① クラブの職業奉仕委員長ご自身が自クラブで卓話

ができるようにサポートしていくとの事です。 
② 「４つのテストを実践して経営している会社」を見つ

け出し地区委員会会議にて発表して頂くことで、２
７６０地区全体に発信していく。 

という事です。 
後半は１０名ほどの「グループディスカッション」をしまし
た。 
内容は、「自己紹介と各クラブの社会奉仕の取組」につ
いて一人ずつ３分程度で発表がありましたので３つほ
ど紹介します。 
① 一宮中央ＲＣでは 「青少年のサッカー大会を継続

事業として行っており地区の補助金を使っていると
の事です。」 

② 半田ＲＣでは 「ＲＣＣとして不登校の子供への取
組」やゴミ拾いで２つのクラブ合同でやったとの事
で、片平さんが言われていた清掃活動でローター
アクトやインターアクトを巻き込んで環境保全をして
いる事例はこのことかなと思いました。 

③ 高浜ＲＣでは 交換留学生を毎年受け入れている
との事でした。今年も２人受け入れているそうで
す。 

その後、発表に対して質疑応答の時間がありましたの
で、私が高浜ＲＣの方に「江南で久しぶりに一人交換留
学生を受け入れているのですが、「受け入れ先の家族
や学校はどうされているのですか？」と質問したところ 
「うちで受け入れてもいいよ！」と手を挙げる家が多く、
英語を話せる人が割と多いそうです。やはり学校選び
は多少苦労するそうですが、「文化」としてあるそうで
す。 
本会議の特別講演で講師の方が話されていた「文化」
がここにあるなと思いました。 
それぞれのクラブの話を聞いているうちにマズローの
欲求５段階説を思い出しました。 
一般的には、一番上が「自己実現」ですが、実はマズロ
ーの説には６段階目があり、 
「自分だけではく、他の人々も豊かにしたい」があるそう
ですが、 
私たちロータリアンの想いはここにあります。   以上 
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次年度 ロータリー財団常任委員長 猪子 明君 
 
ロータリー財団常任委員長の猪子です。地区研修協議
会では第六分科会に参加し９０分間しっかり勉強させて
いただきました。この分科会のテーマは「ロータリー財
団を学ぼう」であります。冒頭に高山景一ロータリー財
団委員長より、「それぞれのクラブで皆さん本人がロー
タリー財団のクラブフォーラムの卓話者となられるよう
学習してください。そのためのセミナーを準備していま
す。」とプレッシャーをいただきました。 
田中一成ポリオプラス委員長からは、「ロータリーは毎
年５，０００万ドルを拠出目標にし、ビル&メリンダ・ゲイ
ツ財団から２倍の１億ドルが上乗せされている。そのお
金はワクチンそのものだけでなく、情報資料の作成配
布やボランティア動員に使われています。今年の三カ
月にパキスタンにて、２名の症例が判っております。」と
伺いました。 
長瀬廣幸グローバル奨学生・平和フェロー委員長から
は、「このプログラムは、海外の大学院でロータリーの
重点分野のいずれかに該当する方を対象とした、返済
不要の奨学金を給付するものであり、２７６０地区から
は昨年二人の大学院生が重点分野「疫病予防と治療」
にて２年間６２，１００ドル、重点分野「平和構築と紛争
予防」にて一年間４１，４００ドルの奨学金を受けていま
す。日本では、過去に累計３９名、２７６０地区では５名
の奨学生を出しています。」と伺いました。 
藤野直子補助金委員長からは、「今年の地区補助金
申請は、８４クラブ中６６クラブ(内６ＲＡＣ)から出ており、
グローバル補助金は、３クラブが実行中、４クラブが申
請予定です。この地区補助金の財源は、それぞれのク
ラブからの三年前にいただいた年次基金の２３．７５％
を財源としております。」と伺いました。ちなみに当江南
ロータリークラブは、プロジェクト名「W&A フードフェステ
ィバル in 江南布袋」として２，５１７ドルの地区補助金を
申請しております。 
宮田勇人資金推進委員長からは、「ロータリー財団へ
の寄付の分類として、年次基金・ポリオプラス・恒久基
金・その他の基金とがあり、恒久基金は元金の使用は
せず、その運用益のみを地区と財団で活用していて、
ロータリー財団の支出は、ポリオプラスが４６％、グロ
ーバル補助金が１６％、地区補助金が８％であり全体
の 7割を占めています。」と伺いました。 
佐野彰彦ロータリー財団副委員長からは、「ロータリー
カードは、カード利用金額の０．３％がポリオ根絶支援
につながるのでぜひロータリーメンバーであるなら１枚
作っていただきたい。特にクラブで利用するカードは是
非作ってほしいとのことでした。ちなみに、江南ロータリ

ーでは、クラブカードは本会計口座用と補助金事業専
用口座用の２枚作られており、個人では４名の方が作
られております。 
鈴木康夫ロータリー財団会計長からは、「年次基金お
一人１５０ドル以上(江南ＲＣ７６．２ドル)、ポリオプラス
お一人３０ドル以上(江南ＲＣ１．５４ドル)、恒久基金１，
０００ドル以上(江南ＲＣ０ドル)、ポール・ハリス・ソサエ
ティ１名以上(江南 RC１名)、ポリオ・プラス・ソサエティ
会員の５％以上(江南ＲＣ１名２％)をお願いしたい。」と
伺いました。 
この分科会にて勉強したことを私なりにまとめますと、
委員長所信といたしまして、ロータリーの７つの重点分
野は「平和構築と紛争予防」「疾病予防と治療」「水と衛
生」「母子の健康」「基本的教育と識字率向上」「地域社
会の経済発展」「環境」であり、それを達成するために
ロータリー財団は存在し、様々なプログラムがあります。
ロータリーの会員は会費を通じて国際ロータリーを支
援し、寄付を通じてロータリー財団を支援します。その
重要性に理解を深め、ロータリー財団、米山奨学会を
支援する活動を実施したいと思います。 
計画要項といたしまして、ロータリー財団の使命は、ロ
ータリー会員が、人々の健康状態を改善し、質の高い
教育を提供し、環境保護に取り組み、貧困を無くすこと
を通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにす
る事です。ロータリー財団委員会はロータリー会員にそ
のことの理解を深める活動を推進します。 
１． 年次基金一人＄１５０、ポリオプラス基金一人＄３

０の寄付を目標とする。 
２． クラブでベネファクター１名もしくは恒久基金＄１，０

００以上の認証をめざす。 
３． ロータリーカードの会員普及に努め、その役割や

理解を深める。 
４． 財団からの補助金の内容を深く認識し、クラブで行

う事業活動に活用するよう努める。 
以上このようにクラブ計画書に提出し、記載したいと考
えております。 
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写真等ございましたら会報までお知らせください。 

（担当 田岡 剛） 

 
  

 

 

Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録はこちら 
※初めての方は 

アカウントを作成してください。 

※アカウントがある方は 

 ログインしてご覧ください。 

ROTARY ２７６０ 

アプリダウンロードはこちら 

江南 RC会報 YouTube 

チャンネル登録はこちら 


